
概要

Ruditapes属（アサリ属）は，アジアからヨーロッパ
にかけての潮間帯に生息するマルスダレガイ科の二枚貝
である．日本にはアサリR. philippinarum（A. Adams 
& Reeve, 1850）とヒメアサリR. variegata（Sowerby, 
1852）の二種が生息しており，アサリは内湾潮間帯の泥
底に，ヒメアサリはより高水温・高塩分な外洋性の砂泥
底に生息している（奥谷，2000；手塚ほか，2005）．

Hirayama & Ando（1954）は，関東地方の更新統
より産出する本属化石のうち，細長く大きな形状，細
かい放射肋及び成長線，深い套線湾入といった特徴を
有するものを，ヒメアサリの亜種キオロシアサリR. 
variegata kioroshiensis（Hirayama & Ando, 1954）と
して記載，産出は更新統（特に中部）に限られ，寒流
系外洋性海岸の汀線付近の貝類と共存するとした．

しかし，彼らは同論文において，北海道や東北地方
からヒメアサリとして報告された現生標本の中に，キ
オロシアサリに類似した個体が存在することを指摘
している．このような細長い形態を持つ現生アサリと
しては，岩手県大槌湾（土田・黒住，1998）や青森県
下北半島（河合・木村，2015）のものが採集・報告さ
れており，特に後者については，楕円フーリエ解析を
用いた形態比較によって他のアサリ・ヒメアサリ集団
よりもキオロシアサリに近い形態を持つことが示され
た（有馬ほか，2017）．アサリは生息環境によって殻
形態を著しく変化させることが知られており（横川，
1998），キオロシアサリ型の形態は緯度・深度・外洋
度などの影響による種内変異の可能性が指摘されてい
る（土田・黒住，1998；有馬ほか，2017）．

今回，福井市自然史博物館が所蔵する北海道産アサ
リ標本の中にもキオロシアサリに近い形態を持つもの
が確認されたため，これについて報告する．

計測結果

福井市自然史博物館が所蔵する北海道産アサリ
は，FCMNH-FKC6118（ 2 個体，図 1 ），FCMNH-
FKC6119（ 7 個体，図 2 ），FCMNH-FKS770（ 1 個体，
図 3 ）の計10個体である．いずれも古川田溝氏が蒐集
した貝類コレクションで，正確な採集日は不明だが，
1895年頃から古川氏の晩年（1948年没）に至るまでの
間に採集され，その没後，当館に寄贈されたものであ
る（窪田，1962；石田ほか，2003）．採集地は高島村

（現・小樽市）及び余市町で，ともに後志地域の北部
に位置し，石狩湾に面した地域である． 

各標本の殻長・殻高・殻幅の計測値は表 1 の通り．
このうち 3 個体は殻長に対する殻高比が0.65未満と他
地域のアサリ（表 2 ）と比べて小さく，キオロシア
サリの殻高比（Hirayama & Ando, 1954；Hayasaka，
1961）に近い．10個体の平均値も0.671であり，キオ
ロシアサリ型の個体を含むだけでなく，全体として他
地域よりも細長い傾向を示していると言える．

図1．	FCMNH-FKC6118 
（産地：後志高島（現・北海道小樽市），スケール＝1cm）
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石狩湾は開放性が強く，特に石狩川から離れた海域
は外洋の影響を強く受けている（山下ほか，2003）．
また，沿岸の打ち上げ貝類は寒流系種を多く含み，暖
流系種を含まない（鈴木，2003）．この地域のアサリ
が細長い形態を示していることは，キオロシアサリ
型の形態が外洋度や緯度の影響による種内変異であ
る可能性を支持している．キオロシアサリ型でない
個体（殻高比0.729・殻幅比0.271）も含まれているが，
Hirayama & Ando（1954）の示したキオロシアサリ

の殻高比の最大値も0.729である．
同じ高緯度地域でも，内湾で採集された厚岸町（有

馬ほか，2017）や野付湾（中川ほか，1992）のアサリ
はキオロシアサリ型の形態を示しておらず，少なくと
も単純な緯度的変異でキオロシアサリ型の形態が生じ
るわけではない．より低緯度地域の外洋的環境でキオ
ロシアサリ型が見られるかどうかについては，今後の
検討が必要である．

表1.  北海道産アサリの計測値及び殻長に対する殻高比，殻幅比
標本番号 産　　地 殻長（mm） 殻高（mm） 殻幅（mm） 殻高／殻長 殻幅／殻長

FCMNH-FKC6118 後志高島（現・北海道小樽市） 44.6 30.8 10.5 0.691 0.234

44.0 28.1 9.4 0.639 0.214

FCMNH-FKC6119 北海道余市 52.6 34.9 11.5 0.663 0.219

41.8 28.9 9.8 0.691 0.234

40.2 25.9 8.3 0.644 0.206

38.8 24.2 7.7 0.624 0.198

36.5 25.1 8.2 0.688 0.225

34.3 25.0 9.3 0.729 0.271

26.4 17.8 6.0 0.674 0.225

FCMNH-FKS770 後志国高島（現・北海道小樽市） 38.6 25.9 8.1 0.671 0.209

（平均値） 0.671 0.224

表2.  北海道以外の地域で採集されたアサリの殻長に対する殻高比，殻幅比
産　　地 個体数 殻長（mm） 殻高/殻長 殻幅/殻長

東 京 湾 38 29.3−43.8 0.719（0.674−0.784） 0.247（0.222−0.307）

福井県越前町 9 24.2−42.0 0.707（0.672−0.776） 0.229（0.196−0.262）

若 狭 湾 14 22.9−53.7 0.750（0.702−0.844） 0.248（0.216−0.281）

京都府舞鶴市 4 24.9−41.3 0.719（0.695−0.733） 0.233（0.213−0.252）

和歌山県御坊市 32 28.6−38.1 0.716（0.671−0.759） 0.245（0.222−0.292）

図3．	FCMNH-FKS770 
（産地：後志国高島（現・北海道小樽市），スケール＝1cm）

図2． FCMNH-FKC6119（産地：北海道余市，スケール＝1cm）
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